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は　じ　め　に

ヒメハダニカブリケシハネカクシ Holobus kashmiricus 

benefi cus（Naomi）（以下ヒメハダニカブリと略す）（図―
1）およびハダニカブリケシハネカクシ H. yasumatsui

（Kistner）（以下ハダニカブリと略す）（コウチュウ目：
ハネカクシ科）は，ヒゲブトハネカクシ亜科ケシハネカ
クシ族に属する体長約 1 mmの微小種であり，農作物を
加害するハダニ類の天敵として注目されている。両種
は，関東以南の日本本島および韓国において同所的に発
生する（下田ら，1993 b；下田・芦原，1996；KIM and CHOI, 

2000）。また，現在のところ琉球列島にはヒメハダニカ
ブリのみが記録されており，台湾からは，ハダニカブリ
と H. flavicornis（Boisduval & Lacordaire）の分布が報
告されている（CHEN and HO, 1993；KANAO et al., 2016）。

Holobus属は，過去に Oligota属の亜属とされたが，現
在の分類体系では独立した属として扱われている。しか
し，現在も旧体系が踏襲されることがあり，Holobusの
分類階級は混乱している。ヒメハダニカブリとハダニカ
ブリにおいても同様に，両種が記載された際に Holobus

はOligota属の亜属として扱われたため（KISTNER, 1969；
NAOMI, 1984），応用的な研究報告では現在も学名の異な
る表記が散見される。
日本における Holobus属は，ヒメハダニカブリとハダニ
カブリに加えて，分布や生態情報が極めて乏しいマルハ
ダニカブリケシハネカクシH. antennatatus（Bernhauer）と
コマルハダニカブリケシハネカクシH. kurama（Nakane）
も知られている。いずれも体長 1 mm前後の微小種であ
り，種同定には詳細な形態比較を要する。
本稿では，分類体系の現状の正しい理解と正確な種同
定の一助として，Holobusの分類階級の変遷を解説し，

日本産種の形態的な区別点を検索表とともに説明する。
また，ヒメハダニカブリの基礎的な生態情報を概説する。

I　Holobusの分類階級

Holobus属は，ヒメハダニカブリやハダニカブリと同様
に農作物を加害するハダニ類の天敵である H. pigmaeus 

Solierを模式種として，1849年に創設された（SOLIER, 

1849）。創設から 10年後，Holobusは Oligota属の同物
異名（シノニム）とされ（KRAATZ, 1859），それ以降は
Oligota属の亜属として扱われた（GANGLBAUER, 1895；
SHARP, 1908；BLACKWELDER, 1952等）。

1967年，Holobusは再び属に昇格された（COIFFAIT and 

SAIZ, 1967）。ここで Holobus属は，①腹部の幅が末端に
向かい細くなること，②上唇の前縁中央が強くえぐれる
こと，③右大顎に明瞭な歯がないこと，④下唇の舌の先
端が丸いことで定義されている。これに対して Oligota

属は，①腹部が末端手前まで同じ幅であること，②上唇
の前縁がえぐれないこと，③右大顎に一つの明瞭な歯を
有すること，④下唇の舌の先端が二分割することで定義
されている。これ以降，Holobusの分類階級が正式に変
更された例はない。
しかしながら，1967年以降も Holobusは Oligota属の

亜属として扱われることがあった。FRANK（1972）は，
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Holobus属の模式種である H. pigmaeusと Oligota属の模
式種であるO. pusillima（Gravenhorst）の形態を観察し，
H. pigmaeusにおいて上述の定義④の「舌の先端が丸い」
という形質状態が見られないこと，O. pusillimaにおい
て上唇前縁がややえぐれること（上述定義②に対応）を
指摘したうえで，他種においても両属を定義する形態形
質に変異が見られることを報告している。このことか
ら，Holobusは記載文中で Oligota属の亜属として扱わ
れている（FRANK, 1972）。しかし，この扱いには Holobus

の正式な分類階級の変更（Oligota属への同物異名処理）
が伴っていない。ある分類群の分類階級を変更するため
には，変更の根拠や新たな定義となる形態的特徴を示す
ために，対象の分類群に含まれる種の形態を詳細に観察
する必要がある。FRANK（1972）は，解剖による貴重な
標本の破壊を避けるために多くの種で口器形態を観察し
ていないことを理由に，分類階級を正式に変更せずに
Holobusを Oligota属の亜属として扱っている。そしてこ
れ以降の多くの記載論文においても，Holobusは Oligota

属の亜属として扱われている。
このように，Holobusの分類階級はこれまでに複数回
変更され，また，正式な変更を伴わない分類体系が踏襲
されていることが多い。上述の通り，Holobus属を定義
する形態形質に変異が見られることから，その分類階級
にはいまだ検討の余地がある。しかし，Holobusを Oli-

gota属の亜属とするのは，そのための正式な変更が行わ
れていないため間違いである。このため，現時点では
Holobusを独立した属として扱うべきであり，近年の分
類学的な総説やカタログでも，Holobusは属として扱わ
れている（ASHE, 2001；SMETANA, 2004；柴田ら，2013）。
二語名法に基づく生物の学名は，ラテン語によって構
成され，属名の性によって種小名の語尾が変化する。
Oligotaは女性名詞であり，Holobusは男性名詞である。
日本に分布するヒメハダニカブリは当初，Oligota（Holo-

bus）kashmirica beneficaとして記載されたが，属名が
Holobusになると，種小名の語尾も属名の性の変更に伴
って変化し，Holobus kashmiricus beneficusとなる。O. 

yasumatsuiの種小名は，安松京三博士への献名（ラテン
語の文法規則に従って属格化された固有名詞）であるた
め，属名が変わっても変化せず，H. yasumatsuiとなる。

II　日本産 Holobus属における種の識別

Holobus属が含まれるケシハネカクシ族は，触角が 10

節であり，先端の 3～ 5節が球桿状になることや，後脚
基節に腿節の基部を覆うほどのひだ状構造を有するこ
と，前～後脚の 節が 4節であること等でヒゲブトハネ

カクシ亜科内の他族と区別される（ASHE, 2001）。日本に
は，本族より Cypha属，Oligota属，および Holobus属
の 3属から 7種が知られている（柴田ら，2013）。Cypha

属からは，沖縄より希少なニホンタマキノコハネカクシ
C. nomurai（Naomi）のみが知られ，触角の先端 3節の
球桿部が細長く，胸部が上方へ強く凸であることから容
易に Holobus属と区別できる（NAOMI, 1987）。Oligota属
からは本州よりケシハネカクシ O. japonica Bernhauerと
ミジンケシハネカクシ O. parvula Cameronが知られてお
り，両種ともに細長い体型を呈し，腹部が末端に向かい
細くならないことで Holobus属と区別できる。Holobus

属は，ヒメハダニカブリ，ハダニカブリ，H. antennatatus，
H. kuramaの 4種が知られている。これら日本産 Holobus

属 4種への検索表を以下に示す。なお，ケシハネカクシ
族のほとんどの種の触角は 10節であるが，H. antenna-

tatusの触角は 11節であることが確認されている＊

（KANAO et al., 2016）。

1. 触角は 11節からなる   H. antennatatus

― 触角は 10節からなる（図―2）   2

2. 触角球桿部は先端 5節で形成される   H. kurama

― 触角球桿部は先端 3節で形成される（図―2）   3

3. 頭部は黄褐色；触角第 7節は縦長；雄交尾器中央片
の背面中央部が陥入；内部に渦巻状の懸筋（suspen-

soria）様構造を欠く（図―2）  
  H. kashmiricus benefi cus

― 頭部は暗褐色；触角第 7節は横長；雄交尾器中央片
の背面中央部は陥入しない；内部に渦巻状の懸筋様
構造を有する（図―2）   H. yasumatsui

ヒメハダニカブリとハダニカブリの雄成虫の交尾器形
態は大きく異なるが，外部形態は酷似する。肉眼による
両種の識別には頭部の色彩が有用であり，ヒメハダニカ
ブリの頭部は黄褐色で，ハダニカブリの頭部は暗褐色ま
たは黒色である（下田ら，1993 a）。この違いは，野外に
おいても明瞭に認識できる。ただし，ヒメハダニカブリ
の頭部の色彩は，死ぬと暗くなる傾向にある。検索表に
記された形態形質以外の識別点として，ヒメハダニカブ
リの腹部第 6背板は，ハダニカブリのものに比べ幅広で
短い。また，ヒメハダニカブリの腹部第 7腹板には性的
二型が見られ，雄は長さと幅が同等で後縁中央が突出し，
雌は横長で後縁が突出しない。一方で，ハダニカブリの

＊柄節（触角第 1節）は，基部が頭蓋の触角孔に挿入されるた
め強くくびれている（図―2を参照）．
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腹部第 7腹板には性的二型が見られず，長さと幅がほぼ
同等で後縁は突出しない（図―2）（KANAO et al., 2016）。
ヒメハダニカブリとハダニカブリの幼虫も，肉眼で識
別が可能である。ハダニカブリの幼虫は，胸部背面に黒
色の硬皮板を有するが，ヒメハダニカブリの幼虫にはそ
れが見られない（下田ら，1993 a）。その他の日本産Holo-

bus属 2種に関しては，幼虫はいまだ知られていない。

III　日本産 Holobus属の生態

Holobus属には，模式種である H. pigmaeusをはじめ，
ハダニを捕食する種が複数知られている。しかし，本属
および近縁な Oligota属に含まれる多くの種は腐敗した
植物から得られており，そこに発生するダニなどを捕食
していると考えられている（WILLIAMS, 1986）。また，菌，
腐肉，樹皮下，鳥の巣等から得られた記録もあり，多様
な生息環境で微小な節足動物を捕食していると考えられ
る（WILLIAMS, 1986）。日本に分布する 4種のうち，ヒメ
ハダニカブリとハダニカブリはハダニ類を特異的に捕食
し，日本における害虫ハダニ類の有力天敵として注目さ
れているが，H. antennatatusと H. kuramaに関しては
生態が全く知られていない。
ヒメハダニカブリとハダニカブリは，関東以南の日本
本島において同所的に発生し，ヒメハダニカブリが圧倒
的に優先する（下田ら，1993 b；下田・芦原，1996）。そ
のため，害虫ハダニ類の防除の観点でヒメハダニカブリ
がより注目を集めており，その生態は詳しく調査されて
いる。その一方で，ハダニカブリの生態情報は乏しい。

ヒメハダニカブリは，日本本島において 6～ 12月にか
けて見られ，発生ピークはハダニ類のそれと一致してい
る（下田ら，1993 b；下田・芦原，1996）。琉球列島に
おいて本種は，一年を通して採集記録があるため，周年
発生していると考えられる（KANAO et al., 2016；大野，
未発表）。
ヒメハダニカブリの雌成虫は植物の葉上に産卵し，卵

をハダニの排泄物や脱皮殻等により被覆する（柏尾・田
中，1979；下田ら，1994 a；1994 b）。ふ化した幼虫はその
植物上でハダニを捕食し，3齢まで成長したのち，地中に
移動して蛹化する（柏尾・田中，1979）。下田ら（1993 b）
によると，25±1℃の飼育下におけるヒメハダニカブリ
の卵期間は 3～ 5日であり，幼虫は 3～ 5日で 3齢まで
成長する。3齢幼虫は地中で蛹化し，蛹は 8～ 18日間
で羽化する。羽化した雌成虫は平均して 2か月以上，最
長で4か月以上も生存する。また，ヒメハダニカブリは，
生活史を通して 7,000個体以上ものハダニを捕食し，雌
成虫は 200個以上の卵を産む（下田ら，1993 b）。成虫
の飛翔能力は高く，幼虫・成虫ともにハダニの摂食数も
多いことから，ヒメハダニカブリは野外において高密度
のハダニを短期間に抑制すると考えられている。
ヒメハダニカブリは，若干の選好性があるものの，多
くの種類のハダニ類を捕食する（KISHIMOTO, 2003）。本種
は琉球列島において，Panonychus属，Tetranychus属，
Oligonychus属および Eutetranychus属の 4属にまたがる
12種ものハダニ類とともに，様々な農作物の葉上から
得られている（KANAO et al., 2016）。これらのハダニ類に

図－2 ヒメハダニカブリケシハネカクシ（H.k.b.）およびハダニカブリケシハネカクシ（H.y.）の形態差
（KANAO et al., 2016より改変）
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は，野菜・果樹等の主要害虫であるナンゴクナミハダニ
T. okinawanus Ehara やミヤラナミハダニ T. piercei 

McGregor等も含まれているため，ヒメハダニカブリは，
琉球列島においてもハダニ類防除における有力天敵とし
て注目されている。

お　わ　り　に

微小な昆虫は，形態が単純化していることが多く，口
器などの細かい形態の観察には解剖による困難も伴うた
め，形態的な定義が難しい。体長 1 mm前後の微小種で
構成されるHolobus属は，形態的な定義が不十分であり，
Oligota属との関係についてもいまだ検討の余地が残る。
しかし，ヒメハダニカブリのようにハダニ類を専食する
一部の種を除き，Holobus属の多くの種において詳しい
生態がわかっていないため，新たな標本を得たうえで分
類学的再検討を行うことが難しい現状にある。このよう
な基礎研究の遅れは，応用的な研究を進める際に混乱を
もたらしうるが，現在の分類体系において Holobusの分
類階級は属であり，学術論文などでHolobusを扱う際は，
この体系に則るべきである。
ケシハネカクシ族が属するヒゲブトハネカクシ亜科
は，およそ 16,000種を含む大群であり，再検討の余地
がある分類群も多く含まれる。現在は形態や DNA情報
を用いて，族などの高次分類群間の網羅的な系統関係の
推定や分類体系の再検討が進められている。今後，形態
や DNA情報がさらに蓄積されることで，ケシハネカク

シ族内においても，信頼のおける分類体系の再構築が期
待される。
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